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【手続補正書】
【提出日】平成20年12月22日(2008.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反応器に供給された溶媒中で、クロム系触媒の存在下、α－オレフィンを低重合するα
－オレフィン低重合体の製造方法であって、
　前記反応器内の気相中に、０．０１０体積％～５０．００体積％の割合で窒素、希ガス
又はこれらの混合物を存在させ、溶媒中でα－オレフィンの低重合反応を行い、
　前記α－オレフィンの低重合反応により得られた反応液から、未反応α－オレフィン及
び溶媒を分離し、
　前記反応液から分離された未反応α－オレフィン及び溶媒を前記反応器内に循環させる
ことを特徴とするα－オレフィン低重合体の製造方法。
【請求項２】
　前記反応器内の気相部及び／又は当該反応器内に未反応α－オレフィンを循環供給する
循環配管から、不活性ガスを反応系外に放出することを特徴とする請求項１に記載のα－
オレフィン低重合体の製造方法。
【請求項３】
　前記α－オレフィンの低重合反応により得られた反応液から分離した溶媒を、溶媒ドラ
ムを経由せずに前記反応器内に直接循環させることを特徴とする請求項１又は２のいずれ
か１項に記載のα－オレフィン低重合体の製造方法。
【請求項４】
　前記クロム系触媒は、少なくとも、クロム化合物（ａ）と、窒素含有化合物（ｂ）と、
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アルミニウム含有化合物（ｃ）と、の組み合わせから構成されることを特徴とする請求項
１乃至３のいずれか１項に記載のα－オレフィン低重合体の製造方法。
【請求項５】
　前記クロム系触媒は、少なくとも、クロム化合物（ａ）と、窒素含有化合物（ｂ）と、
アルミニウム含有化合物（ｃ）及びハロゲン含有化合物（ｄ）と、の組み合わせから構成
されることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のα－オレフィン低重合体
の製造方法。
【請求項６】
　前記α－オレフィンの低重合反応は、クロム化合物（ａ）と、アルミニウム含有化合物
（ｃ）と、が予め接触しない態様で行われることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか
１項に記載のα－オレフィン低重合体の製造方法。
【請求項７】
　前記α－オレフィンが、エチレンであることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１
項に記載のα－オレフィン低重合体の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明者等は、上記課題を解決すべく鋭意検討した結果、本発明を達成するに至った。
即ち、本発明によれば、反応器内に供給された溶媒中でクロム系触媒の存在下、α－オレ
フィンを重合するα－オレフィン低重合体の製造方法であって、反応器内の気相中に、０
．０１０体積％～５０．００体積％の割合で窒素、希ガス又はこれらの混合物を存在させ
、溶媒中でα－オレフィンの低重合反応を行い、α－オレフィンの低重合反応により得ら
れた反応液から未反応α－オレフィン及び溶媒を分離し、反応液から分離された未反応α
－オレフィン及び溶媒を反応器内に循環させることを特徴とするα－オレフィン低重合体
の製造方法が提供される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　ここで、本発明が適用されるα－オレフィン低重合体の製造方法において、例えば、気
相中に存在する不活性ガスの割合が５０．００体積％を超える場合は、反応器の気相部及
び／又は反応器内に未反応α－オレフィンを循環供給する循環配管から、不活性ガスを反
応系外に放出することが好ましい。
　さらに、α－オレフィンの低重合反応により得られた反応液から分離した溶媒を反応器
内に再び戻し、溶媒を循環使用する場合、循環させる溶媒は、溶媒ドラムを経由せず、循
環配管を介して、直接反応器に戻すことが好ましい。
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